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第 「 回講演会開催報告 

原子力学会 「015 年秋 大会 海外情報連絡会企画 ッション  

 

開催日時：「015 年 9 11 日 金 1」:00～14:」0 

開催場所：静岡大学静岡 ン 共通教育 A 棟 

講演題目： 世界 環境問題 分析  

講演講師：東京大学大学院工学系研究科原子力国 専攻 藤井康  教授 

 

．講演概要： 

� シ を構成 要素間 相互関 を数式 表

あ 複雑 シ 定量 対象 対 理解 進 及び 現象 対

他者 意識合 を行う 用 あ  

� 目的別 予測型 規範型 大別さ 手法 ッ ン型 ボ ッ

型 大別さ 本日 規範的 現象 価値評価を行い理想的 社会像を提案 ボ

ッ 的 要素 を積 上 全体 動 を 手法 あ 工学的 ロ 最

適 い 紹介  

� 選択肢 評価指標 供給安定性 環境適合性 及び 経済効率性 様々

定量 指標 考え 最良 目的 使い分 肝要 具体的

評価例を 紹介  

� 安全保 向上施策 経済性評価結果： 然 少 い場合 比較的多

節電 必要 あ 原油備蓄 あ 地点 一定 保持さ 然 備蓄 初期 積

増 後 価格 上昇 伴い積 崩さ 再び上昇 原発容量 増加 日あ

コ 減少 あ 地点 飽和 結果 常稼働時 コ ッ

高い を示 い  

� 再生可能 大量 入時 最適電源構成結果：（O「 排出量を 「050 年 「010 年比 

80％低減を前提 送電制約を考慮 い評価 原発 40 年停 シ オ 原発

殆 入 「050 年時点 ロ 陽 発電 大部分を占 そ 多 を捨

結果 「050 年 国土 1％程度 陽 150GW 程度 蓄電池 あ 原発

80％ （O「 排出削減 可能 発電単価 約 」0 円/ずWし 送電制約を考慮 場

合 地域 余剰電力 生 特 海道 風力発電 余剰電力 大 い  

� （O「 大幅削減を想定 長期的 世界 需給結果：「000 年 「100 年 （O「 排

出量制約シ オ REG ケ を評価 世界全体 一次 生産 何 手段

を講 いシ オ BAU ケ 場合 石炭 安価 う 原発 必要 石炭

火力発電 わ REG ケ 石炭火力 廃 さ 石炭 複合発電

。IG（（) 原発 増加 次 消費 推移 結果 世界全体 REG ケ

然 水素利用 結果 （（S 大幅 増加 問

題 あ （（S 拡大 可 場合再生可能 原子力 原子力発電 容量

大 増え  
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� 最適解を分析 望技術や対応策 関 知見を得

い 総コ 最 を目指 評価 あ コ 最 是非 い

議論 あ 留意 必要 あ  

 

．質疑応答 

。1) 安全保 向上施策 経済性評価 最適電源構成分析 結果 原子力発電所 入

コ 減少 途中 横 い う要因 何  

→コ 高い火力発電所を原子力発電 代替 い あ 一定 容量

比較的コ 安い火力発電所を代替 コ 削減 効果 さ

あ 評価 原子力 55GW 程度 評価結果 あ あ 原子

力発電を入 停 大 可能性 否定 い  

。「) 水素 輸送利用 そ 生成 電力消費 い 想定 い  

→水素 石燃料 生成を想定 電気分解 高価 あ あ 採用さ

い い 評価 前提 気体燃料需要を え い 結果 水素需要 多

い 可能性 あ  

。」) 米国 評価 高 増殖炉 入 い いう評価結果 興味深い 日本 い 「070 年

高 増殖炉 入さ 評価さ い そ 技術的成立性 開発課題

う 想定 い  

→高 増殖炉 「0」0 年代 実現可能 前提を置い 評価 い  

。4) 原子力 将来 （（S 握 い う 感 う ン い 考

え  

→地球温暖 問題 1988 年 い 原発 故 1 「 年後 政治

的 注目さ 故 影響 気候変動対策 原発利用 考慮さ い

気候変動 議論 往々 原発 除外さ い （（S そ 中 出

あ そ 以外 方法 い いう あ 述べ う 大

量 （（S を 入 い 酸 炭素 あ 意味毒 あ 漏 危

険 あ 欧州 実用 反対 起 例 あ オマ 発電 議論 やや非現

実的 あ 考え い 現実 高 増殖炉を利用 い いう 思う

うい 現実的 評価例を表 出 い 重要 考え  

。5) 水素 熱利用 い う考え い  

→ 次利用 い 将来何 技術 石炭 要 技術 想定 い そ

水素 う いう 想定 い い 液体 固体 気体需要 を考慮

い  

。6) 将来 ン備蓄 考え  

→ 物市場をベ 可能 あ 明 あ  

以上 


